
共にしあわせ産みだす党 日本共産党 

市議団ニュース 
第1908号  2019年3月24日 

日本共産党 根室市議団 
根室市宝林町４-２０３ ℡２３-６０２３ 

 根室市議会 3月定例月議会 一般質問 

 3月13日、2019年根室市議会3月定例月議会の
一般質問が行われ、市議6名が登壇しました。 
 日本共産党からは橋本竜一が質問したので、その
内容の一部を要約してご紹介します。 

放
課
後
教
室
等
の
課
題
に
つ
い
て 

 

（
教
育
長
）
登
録
児
童
数
や
年
間
利
用
数
が
大

幅
に
増
大
し
た
た
め
、
成
央
と
北
斗
放
課
後
教

室
に
一
教
室
を
増
設
し
、
定
員
を
90
人
に
拡
大
。

ま
た
指
導
員
を
各
一
名
を
増
員
し
て
対
応
し
て

き
た
。
そ
の
後
も
登
録
児
童
数
が
引
き
続
き
増

加
傾
向
で
、
定
員
超
過
に
よ
る
待
機
児
童
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
措
置
と
し
て
待
機
児

童
を
受
け
入
れ
る
対
応
を
と
っ
た
。 

 
 

今
後
と
も
利
用
児
童
へ
の
安
心
安
全
な
居

場
所
を
提
供
す
る
た
め
に
、
施
設
の
拡
充
や
現

在
抱
え
て
い
る
慢
性
的
な
指
導
員
不
足
の
解
消

な
ど
へ
の
対
応
策
を
検
討
し
、
更
な
る
定
員
拡

大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
橋
本
）
特
に
歯
舞
児
童
教
室
の
利
用
数
が
大

幅
に
伸
び
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。 

（
教
育
長
）
歯
舞
児
童
教
室
の
児
童
活
動
ス

ペ
ー
ス
は
建
設
当
初
の
想
定
を
大
幅
に
超
え
る

利
用
人
数
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
活
動
ス
ペ
ー

ス
の
拡
充
を
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。 

 

指
導
員
は
現
状
の
３
名
体
制
で
は
児
童
の
受

け
入
れ
が
厳
し
い
。
指
導
員
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
協
議
し
、
新
年
度
に
向
け
た
体
制
整
備
を

進
め
た
い
。 

（
橋
本
）
利
用
す
る
児
童
が
増
え
た
上
に
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
の
登
録
も
増
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
指
導
員
の
経
験
と
力

量
、
専
門
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

指
導
員
が
長
く
働
け
る
環
境
の
整
備
が
大
切
。

処
遇
改
善
や
研
修
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
教
育
長
）
平
成
30
年
度
か
ら
国
の
「
放
課
後

児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事

業
」
を
活
用
し
指
導
員
の
報
酬
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
。
将
来
的
に
、
指
導
員
全
員
が
研
修
修
了
者

と
な
る
よ
う
対
応
す
る
。
今
後
、
経
験
年
数
が

５
年
以
上
の
指
導
員
に
、
国
の
「
放
課
後
児
童

支
援
員
等
資
質
向
上
事
業
」
に
基
づ
く
研
修
機

会
の
提
供
な
ど
、
資
質
向
上
と
処
遇
改
善
の
た

め
安
心
し
て
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
。 

（
橋
本
）
社
会
的
な
状
況
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

な
ど
踏
ま
え
た
中
で
、
土
曜
日
の
午
前
や
夜
間

な
ど
放
課
後
教
室
の
開
館
時
間
の
延
長
や
指
導

員
の
働
き
方
な
ど
、
今
後
に
お
け
る
放
課
後
教

室
等
の
総
合
的
な
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
教
育
長
）
共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
、

働
き
方
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
夜
間
保
育
の

ニ
ー
ズ
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
慢
性
的

な
指
導
員
不
足
に
対
し
て
、
勤
務
時
間
の
延
長

に
よ
る
報
酬
増
額
も
解
決
へ
の
糸
口
に
な
る
。

放
課
後
教
室
の
開
館
時
間
の
延
長
と
指
導
員
の

安
定
確
保
と
の
両
面
を
見
据
え
た
検
討
及
び
対

応
を
進
め
る
こ
と
は
、
今
後
に
お
い
て
有
効
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
放
課
後

教
室
等
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
把
握
や
、
平
成
32
年
度
よ
り
施
行
さ

れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
な
ど
、
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
よ
り

良
い
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

  

福
祉
施
設
の
整
備
へ
の
補
助
に
つ
い
て 

 

（
橋
本
）
根
室
市
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
以
外

の
様
々
な
形
態
の
団
体
等
が
施
設
等
整
備
す
る

時
の
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
が
、
補
助
す

る
た
め
の
判
断
基
準
が
厳
し
け
れ
ば
容
易
に
活

用
で
き
な
い
。
市
と
し
て
も
介
護
・
福
祉
事
業

の
推
進
に
積
極
的
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
制
度

と
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
市
長
）
少
な
い
地
域
資
源
の
中
に
あ
っ
て
社

会
福
祉
法
人
以
外
の
団
体
等
に
よ
る
介
護
・
福

祉
事
業
等
へ
の
参
入
は
喜
ば
し
い
こ
と
。 

 

多
様
な
経
営
主
体
の
団
体
等
が
、
社
会
福
祉

事
業
へ
の
参
入
に
よ
る
、
介
護
・
福
祉
事
業

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
確
保
が
重
要
。
今
後
、
新

た
に
事
業
に
参
入
さ
れ
る
事
業
者
も
含
め
、
財

務
状
況
、
運
営
計
画
等
の
提
出
や
、
一
定
の
審

査
補
助
基
準
を
設
け
る
な
ど
の
判
断
基
準
を
設

定
し
、
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
支
援
制
度

創
設
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

老
人
保
健
施
設
へ
の
医
師
招
へ
い
対
策 

（
橋
本
）
老
人
保
健
施
設
で
医
師
が
不
在
と
な

り
、
介
護
報
酬
の
減
算
を
含
め
経
営
的
に
も
厳

し
い
状
況
に
。
民
間
法
人
の
問
題
だ
が
、
市
内

唯
一
の
老
人
保
健
施
設
で
あ
り
、
そ
の
機
能
の

維
持
は
市
と
し
て
も
重
要
な
課
題
。
医
師
確
保

に
つ
い
て
市
と
し
て
も
最
大
限
の
支
援
・
協
力

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
市
長
）
す
で
に
法
人
側
か
ら
医
師
確
保
の
協

力
要
請
が
あ
り
、
市
は
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
や
根

室
ゆ
か
り
の
あ
る
医
師
へ
の
要
請
な
ど
、
医
師

招
へ
い
の
情
報
提
供
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
。

市
内
唯
一
の
老
健
施
設
で
あ
り
、
今
後
も
需
要

が
増
え
る
た
め
喫
緊
の
課
題
に
。
具
体
的
な
支

援
策
を
現
在
、
根
室
市
外
３
郡
医
師
会
、
事
業

者
等
と
の
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
経
営

安
定
の
た
め
に
も
最
大
限
の
支
援
協
力
す
る
。 

  

「子
ど
も
の
貧
困
」対
策
に
つ
い
て 

（
質
問
）
市
政
方
針
の
「
切
れ
目
の
な
い
施
策

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
」
す
る
た
め
、

以
前
実
施
し
た
「
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
」

を
も
と
に
今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
よ
り
推
進
し
て
い
く
の
か
。 

（
市
長
）
「
未
来
応
援
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

生
活
困
窮
世
帯
な
ど
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
学

力
の
向
上
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
進
路
相
談
な

ど
総
合
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
は
、
学
習
へ
の
関
心
や
理
解
度
が

上
が
り
、
学
力
の
向
上
も
み
ら
れ
る
と
好
評
を

得
て
い
る
。 

 

市
が
実
施
し
た
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
で

は
、
勉
強
の
理
解
度
に
つ
い
て
「
学
習
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
の
回
答
が
全
体
の
2

割
を
超
え
る
。
家
庭
環
境
や
住
ん
で
い
る
地
域

に
左
右
さ
れ
ず
、
子
ど
も
の
学
力
が
保
障
さ
れ

る
取
り
組
み
が
重
要
。 

 

昨
年
6
月
、
庁
内
で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
検
討
会
を
組
織
。
子
ど
も
の
貧
困
解
決

の
た
め
に
早
期
の
発
見
に
よ
る
支
援
が
重
要
で

あ
る
と
の
共
通
認
識
で
、
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
早
期
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。 


